
 

保護者・地域の皆様へ                     令和６年５月３１日 

学校教育目標「自分で考え、正しく判断し、最後までやり抜く生徒」 

 
 
 
 

目指す学校像「共に学び合う学校」「共に支え合う学校」「共に高め合う学校」 
目指す生徒像「求めて学ぶ生徒」「思いやりのある生徒」「たくましい生徒」 

 

□■□■□■□■□■□■□ 第２４回 中高合同体育祭 ■□■□■□■□■□■□■□ 

 あいにくの雨天のため５月 13日（月）に順延となりましたが、「百花繚乱～一人ひとりの個性の

花を咲かせよう～」のスローガンのもと、第２４回小値賀中学校・北松西高等学校合同体育祭が開

催されました。大会スローガンの横断幕は、デザインを担当した卒業生のＦＫさんを中心に、春休

み中から中高生が一緒に色塗りを頑張ってきました。各競技に一生懸命取り組む生徒たちの姿はま

さにこの横断幕に散りばめられた花のように咲き誇っていました。 

平日にも関わらず応援してくださった保護者、地域の皆様、本当にありがとうございました。 

□■□■□■□■□■□ ３年生 修学旅行（福岡・大分方面）□■□■□■□■□■□ 

５月 21日(火)～24日(金)の３泊４日、３年生が修学旅行に行きました。

３年生は９名と少ない人数ですが、その分、行動も機敏で、余裕をもって

スケジュールを進めることができました。ホテルの方からも、生徒たちの

礼儀正しさや心地よい振る舞いにおほめの言葉をいただきました。今回の

旅行を通した新たな発見や改めて実感した小

値賀のよさなどを振り返り、秋に行われる学習

発表会に向けての準備を進めていきます。 

 昨今の物価上昇やバス借上代高騰などによ

り旅行代金も上がっています。今回の旅行には

町からもたくさんの補助をいただいています。

この場をお借りして感謝申し上げます。 

 

□■□■□■□■□■□■□■ 第６８回 連合音楽会 □■□■□■□■□■□■□■□ 

吹奏楽部は、新たに６名の１年生がメンバーとして加わり、総勢

10名となりました。１年生にとって初めての演奏会となったのが、

５月 25 日（土）にアルカス佐世保で行われた第 68 回長崎県高等学

校連合音楽会です。北松西高校、ちかはな吹奏楽団の方々と一緒に

ステージに立ちました。そして、この日は、３年生のＫＭさんにとっ

ての中学校最後のステージでした。この日も部長として後輩たちを

引っ張りました。ＫＭさん、３年間、本当にお疲れ様でした。 
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□■□■□■□■□■ 制服のあり方について（アンケート結果）■□■□■□■□■□ 

 前号で告知したアンケートの結果が以下のとおり出ましたのでお知らせします。47 名の方から

回答いただきました。ご多用な中ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結果から、「現行のまま」「新制服の導入（追加）」「北松西高校と同じ制服」の３つの意見に分散

しているのがわかります。今後は、中学校生徒、小学校児童にも主体的に関わってもらいつつ、  

今後の制服のあり方について、さらに検討を進めていきたいと考えています。 

 
□■□■□■□■□■□■□■□ ６月の行事予定 □■□■□■□■□■□■□■□■□ 

１ （土）  １６ （日）  
２ （日）  １７ （月） ＜授業公開ウィークス＞ 

 ３ （月） 市中体代休（6/8分） １８ （火）  
 ４ （火） 市中体激励会 １９ （水） 期末テスト 
５ （水）  ２０ （木）  
６ （木）  ２１ （金）  
７ （金） 市中体出発 ２２ （土）  
８ （土） 佐世保市中学校体育大会 ２３ （日）  
９ （日） 佐世保市中学校体育大会 ２４ （月） １年保育講話 ＜小値賀っ子の心を見つめる教育週間＞ 

１０ （月） 市中体代休（6/9分） ２５ （火）  
１１ （火） 市中体報告会 ２６ （水） ジュニア食品安全教室 
１２ （水） 教育相談（～18日） ２７ （木） 授業参観・学年 PTA 弁当の日 
１３ （木） 小中高合同海浜清掃（午前） ２８ （金） 生徒集会 
１４ （金） 海浜清掃予備日 ２９ （土） PTA親子スポーツ大会 
１５ （土）  ３０ （日）  

 ※ 現時点での予定ですので、変更もありえます。 

【選択理由】＊複数選択あり 

 
＜現行のまま＞ 
・購入金額が高くなる。(6) 
・現行の制服が好き。愛着がある。(5) 
・伝統が大切。(2) 
・特に必要性を感じない。(3) 
 
＜新制服の導入（追加）＞ 
・個性や多様性に対応。(13) 
・現行の制服が好きではない。(2) 
 
＜北松西高校と同じ制服＞ 
・高校進学の際に買い替える必要がな
くなる。(9) 

・中高一貫･連携をさらに強くする。(8) 
 
＜制服廃止＞ 
 ・個性や多様性を尊重。(3) 
 ・経済的負担の軽減。(1) 


